
 

 

 

第１８９１回例会（2007 年 9 月 18 日） 

点鐘            下津谷会長 

ロータリーソング それでこそロータリー 

お客様紹介 

小柳明雄様（杉戸中央ロータリークラブ） 

ジェイク・マクギンティ君（青少年交換学生） 

《ご挨拶》          小柳明雄様 

 

 本日はジェイクの

カウンセラーとして

ご挨拶に伺いました。

８月１５日に来日し、

その日から細井さん

の所にお世話になっておりますが、日本語も大

分わかりますし、とても素直な子なので助かり

ます。９月３日より杉戸高校に通学しておりま

すが、本日は学園祭の振替ということで休みだ

そうです。よろしくお願いします。 

《ご挨拶》   ジェイク・マクギンティ君 

 

 は じ め ま し

て！私はロータ

リーの留学生で

す。名前はジェ

イク・マクギン

ティです。私は

１７歳で、高等学校を終えました。私はイリノ

イ州のアーバナに住んでいます。そして、ここ

は暑いです。私は二年間日本語を勉強しました。 
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いま私は高校で日本語の家庭教師がいます。私 

の日本語はあまり良くないです。でも、日本語

を勉強するのが大好きです。私の家族は四人で

す。パパとママと弟と私です。パパはコンピュ

ターの会社の社長です。ママは絵本作家です。

弟は高校の二年生です。家族は日本に行ったこ

とがありません。私はテニスやギターやコンピ

ューターや旅行や音楽や映画が好きです。日本

の食べ物も好きです。特に、そばや寿司や照り

焼きが大好きです。日本は私の第一選択でした

から私はとても嬉しいです！一生懸命がんばり

ますので、よろしくお願いします。 

会長挨拶           下津谷会長 

 杉戸中央の小柳さん、交換学生のジェイク君、

ようこそ！小柳さんにはカウンセラーとして大

変お世話になっております。また、ジェイク君

はとても優秀で飛び級でもう高校を終ってしま 

ったとのことですので、一年間日本での生活を

楽しんでいって欲しいと思います。 

さて、毎回頭を悩ませている会長挨拶ですが、

今回は梅原猛著の仏教について抜粋して紹介を

いたします。 

「梅原猛の授業 仏教」    
日本は明治維新以来、西洋から科学技術文明を

採用して近代国家になった。科学技術を採用す

ることによって、強い国、豊かな国になった。

昭和二十年までは豊かで強い国をつくるという

富国強兵が理想でした。それ以後は強兵ぬきの

富国、豊かな国をつくるということのみを目指
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してやってきた。そういう形で日本は近代国家

として成功した。これは皆さん当たり前に思っ

ているかもしれないけれども、ヨーロッパ以外

の国で近代文明の取り入れに成功した国は少な

いんですよ。日本は近代文明の採用に成功した

優等生、しかも特別な優等生です。だから日本

では科学技術信仰が強い。科学技術が発展して

日本はいい国になった。それは結構なことです。

ところが最近、必ずしも結構だとはいえないこ

とが起こってきた。たとえば原水爆。原爆、水

爆をつくったのは科学技術です。原爆がどれだ

けたくさんの人を無惨に殺したか。それから環

境破壊もまた、科学技術の結果でもあるんです

ね。これは恐ろしいことです。人間はだんだん

地上に住めなくなってきている。科学技術が必

ずしも人間や地球にとってプラスにならず、逆

に暗黒面を見せはじめた。そして人間の心が豊

かになったかというと、必ずしもなっていない。

人間の心は昔よりかえって貧しくなっている。

明治時代の人のほうが、どうも人間として立派

なんですよ。夏目漱石とか新渡戸稲造とか森鴎

外とか、明治時代には立派な人が相当いました

が、いまの人間にはそういう人が少ない。人間

は科学技術文明によってかえって堕落したんじ

ゃないか、という反省が、いま起こっているん

です。 
こういう流れのなかで、もう一度、宗教を見直

す必要があるのではないか。 
二十一世紀は必ず宗教が見直される時代になる

と思います。 
幹事報告            田中幹事 
① ロータリー囲碁同好会の案内がきておりま

す。 
日時  2007 年 11 月 24 日（土）9：30～ 
会場  日本碁院会館（東京・市ヶ谷） 
登録料 ７，０００円 

② ガバナー事務所より健康に関するアンケー

ト提出のお願いがきております。 
委員会報告 
《管理運営部門セミナー報告》 田中幹事 
 ９月７日に埼玉県民健康センターで行われ

ましたセミナーの報告を致します。 

テーマ「ＣＬＰ・より効果的なクラブになるた

めに」ということで中村ガバナーは「クラブリ

ーダーシッププランは各クラブが元気になる為

のものです。」と挨拶をされ、飯野担当諮問委員

より「棚卸は今回初めての試みです。今後の計

画を立てる上で過去のデータをまとめ今後の計

画に役立てます。」とのことでした。藤田ＰＧの

基調講演の内容は次の通りです。 
・ 規定審議会は３年に一度行われます。クラ

ブ奉仕部門の最大のテーマは、会員増強で

す。規定審議会に提案できるのは、地区提

案と国際ＲＣ理事会による提案があります。

提案内容は、制定案と決議案がありますが、

国際ＲＣの定款が基になります。規定審議

会に出席した会員（ＰＧ）は現在３名です。 
・ ＲＣへの想い・・・ロバート・バースＲＩ

前会長は、信念が無ければならない。また、

想いがなければならないと話されていまし

た。奉仕は「人生の中の家賃だと思います。」 

 

また、田村ＰＧの基調講演は次の通りです。 
・ ＲＩより棚卸を行いなさいと依頼があり、

ＲＩでは過去のデーターのより今後ＲＣの

ＣＬＰを行う上での参考データーをまとめ

る意味があります。ＣＬＰの必要性につい

て話し合い、ＲＣの原点に返り共通認識の

中で将来のＲＣの考え方、方向性を見い出

すことが大切だと思います。 
・ ＲＣ手帳を携帯する必要性は、１ページ目

にＲＣ綱領があります。ＲＣとしての心の

持ち方が大切です。自分の人生同様ＲＣも

計画を持っていなければなりません。現実

いるＲＣの中で人に誘われず入会したのは、

ポール・ハリスだけだと思います。ＲＣで

は想いを尽くすことが大切です。ＲＣにい

て良かったことは、皆様と隔たりが無く話



 

 

し合えることです。今後ＲＣは楽しく面白

い地域にマッチしたＲＣであるべきです。

１００年以上時間が過ぎますと、企業同様

変革を求められますが、基本理念は忘れず

に進んで行きたいと思います。 
その後、分科会として長期計画委員会に出席し

ましたので、要点だけを紹介します。 
・ 地区としてＤＬＰを採用した経験は無く今

後の叩き台としたい。各クラブとしては、

出来ることから進めて欲しい。ＲＣ会員が

ただ高齢化するのではなく、今後の方向性

を決めるためにも大切である。 
・ 長期計画の説明については、地区大会にて

詳しく行いますので、長期計画書を地区大

会までに提出して下さい。 
・ 何故、今ＣＬＰなのかは「クラブＣが・自

主性Ｌを持って・計画Ｐ実行する」各国、

地域により文化条件が異なるからです。 
・ 長期計画の重要性：私達ロータリアンは、

ロータリーの方向性をどのように思考する

か？ 
・ クラブ棚卸：現在までの四大奉仕に関する

活動、創立後のクラブ体質、ロータリーの

理解の中で考える。 
・ ロータリー強化：効果的なクラブ運営を行

うには７つの部門を大切に行う。 
・ 四大奉仕が基本 
① 長期計画を立案３年、長期計画と合致した

年度目標を設定 
② クラブ協議会を開催し、会員が参加するプ

ログラムを行う。 
③ クラブ会員構成とクラブ指導者の役割と責

任を明確にし、細則に反映させる。 
④ プロジェクトに活発に参加する。 
⑤ 研修、現在会員のための一貫したオリエン

テーションを定期的に実施する。 
・ 奉仕活動（ＣＬＰ）方程式：奉仕＝直接奉

仕＋間接奉仕＋親睦奉仕＋拡大奉仕 
会員数が増えれば増えるほど奉仕のボリューム

も増え、会員が少ないと行うべき奉仕活動が不

可能になるため会員増強が必要。 
・ クラブ運営は地区に合わせるのではなく、

クラブを中心とし運営すると良い。 
《広報部門セミナー報告》   田中幹事 
 今回はガバナー方針「ロータリー活動の全て

を広報にリンクさせよう」のもとに広報部門セ

ミナーが開催されました。今までのロータリー

は輝かしい事業の実績を残しながら、ともすれ

ばその成果を他の団体に譲り、ロータリーがや

ったのだという事を出来るだけ隠す事が美徳と

して伝えられてきました。しかしながら、今振

り返ってみますとその事が誤解を生み、ロータ

リーは金持ちの団体の昼食会というイメージを

作っていたように思えます。このような風評が

蔓延しますと活動にとって全く不利益な結果に

なり、奉仕活動あるいは会員増強にも成果が上

がらない事になります。そこで、イメージアッ

プを図る為、自らが行った事業については出来

るだけ率直に広報をし、ロータリーの存在を市

民に理解してもらう為、各クラブの広報委員会

のお手伝いをするべく広報部門を地区に設置し

ました。是非、広報。ＩＴ情報委員会をご利用

下さい。 
出席報告            仁部会員 
出席免除 ２名   

月日 会員数 出席 欠席 MU 出席率

9/18 24 13 11 6 83% 

 
スマイル報告          仁部会員 
渡辺良一会員→過日、家内に対してお見舞いあ

りがとうございました。 
細井会員→ジェイクはとても素直な良い子です。 
黒岩会員→ジェイク君ようこそ日本へ！日本で

の生活、楽しみながら頑張って下さい。 
武井会員→青少年交換学生ジェイク君ようこ

そ！杉戸中央ＲＣ、小柳カウンセラー宜しく！ 
中島会員→中学生職場体験実習無事終了。ご協

力感謝致します。連休、伊勢神宮に参拝いたし

ました。 
ジェイク君ようこそ！以下同文→篠原会員、庄

司会員、関口会員、田中幹事、本多会員、仁部

会員、鈴木会員、下津谷会長 
 
        本日投入額 １６，０００円  
        累計額  ２３１，５００円  


